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第 1 章ではミンククジラ Balaenoptera acutorostrata を対象として、精巣の体内位置と輸精経路を把握す








第 2 章ではミンククジラとニタリクジラ B. edeni において、精巣内部の性成熟進行過程を比較した。ミ
ンククジラは 2008 年から 2010 年の JARPANⅡ沿岸域調査で、ニタリクジラでは 2011 年から 2012 年の同
沖合域調査で採集された個体を対象とした。両鯨種の性成熟体長から性成熟途中にあると考えられた個体
（ミンククジラ：体長 6.30-6.86 m；ニタリクジラ：体長 10.14-12.00 m）を選定し、ミンククジラ 165 検体




















年）、イワシクジラは JARPNⅡ（2002-2007 年）の標本と生物情報を使用し、精巣重量はそれぞれ 822 個体、
244 個体、424 個体を、精巣組織は 212 個体、105 個体、135 個体を採集された月ごとに比較した。結果と
して、精巣重量は 3 鯨種ともに未成熟個体に季節による変化はみられなかったが、性成熟個体においてミ
ンククジラでは 4 月から 10 月にかけて増加し、イワシクジラでは 5 月から 9 月にかけて精巣重量が急速
に増加した。一方で、ニタリクジラの精巣重量は 6 月から 9 月にかけてほとんど変化は見られなかった。
精巣を組織学的に見ると、精細管直径に未成熟個体は 3 鯨種ともに月による差はみられなかった。ミンク
クジラの性成熟個体では 4 月から 7 月にかけて直径が緩やかに縮小し、10 月にかけて再び拡大した。イワ
シクジラでは 6 月に直径が縮小した後 9 月にかけて拡大した。ニタリクジラは 6 月から 9 月にかけてほぼ
一定の値をとった。ミンククジラで 4 月に、イワシクジラで 5 月と 9 月に精子がみられた一方でニタリク
ジラは各月で一定して精子が観察された。精母細胞と精子細胞を有する精細管の割合はミンククジラとイ
ワシクジラともに 7 月に最も減少したが、ニタリクジラでは季節的な変化がみられなかった。 
以上から、本研究により、これまで知見の少なかった大型鯨類での精巣の体内位置について基礎的な情
報を得ることができた。また、精巣重量、精細管直径、精子形成状況いずれもほぼ同様な季節変化を示し、
3 鯨種間の明瞭な差が明らかとなった。つまり、精子形成の季節的変化の結果から、イワシクジラの繁殖
期は明瞭であり、ニタリクジラでは年間を通じて繁殖が行われていることが示唆された。ミンククジラは
前 2 鯨種に比べて中間的な位置にあった。これらの違いはそれぞれの繁殖（索餌）回遊様式とも有機的な
関連があり、各鯨種が選択した生活に合わせた繁殖戦略をとった結果と考えられ、これらの違いがまた精
巣内部の性成熟進行過程の差異とも関係が深いものと考えられた。 
 
